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勝田小学校
【勝田中学校区共通 学校教育目標】 目指す児童像：～かんがえる子 つよい子 たすけあう子～

夢を拓き、確かな学びと豊かな心、たくましく生き抜く力を育む

令和７年 １月号

勝田小HP

学校長作成

新年あけましておめでとうございます
令和７年が始まりました。勝田小学校保護者の皆様、地域の皆様方におかれましては輝かしい新
年をお迎えのこととお喜び申し上げます。
３学期のスタートにあたり、教職員一同、心新たに日々の子ども達の生活の充実や成長を支える
ことができるよう努力して参ります。関係者の皆様方におかれましては、変わらぬ御理解・御協力
を賜りますよう心からお願い申し上げます。

【12月 しめ縄飾り作り体験】

【教育課程・学級編成に係る情報（その①）】

学校では、令和７・８年度の児童数や学校の状況を見込みながら、教育課程（：どのような活動をどのよ

うな時間数でいつ頃するか）を計画中です。本校は、今年度から学校運営協議会を設置しており、地域・保

護者の代表者である委員の皆様方の御意見（「地域を愛する心を持てるように」、「努力を惜しまない態度

を身につけることができるように」など）も、十分に踏まえて方針や内容を決めていく必要（法律による）

があります。

現在、令和７年度には２・３年生で通常学級在籍の児童数合計が16名を下回ることが予想されており、岡

山県の規則等によると、複式学級の対応となっています。しかし、生活科と理科・社会のように教科も大き

く異なることから、変則的な複式状態を解消していただけるよう、岡山県や美作市に対し強く要望している

ところです。

また一方では、令和８年度での複式学級編成が濃厚である３・４年生（中学年）の移行準備を着実に進め

てもいます。複式学級では、３年生時から４年生の学習内容も学習します。つまり、令和７年度の３年生は、

（２・３年生での複式学級が解消されても）令和８年度の複式学級での学習に備えて『４年生の教科書』も

使いながら学習を行うようになります。 ※学習内容のイメージは裏面も参考にしてください。



○次号では、複式学級のメリット・デメリットに挙げられている点等をお伝えする予定です。

今後の学級編成・児童数（予定）

★１

★２

★１ 単独学級ではあるが令和8年度の学級編成を見越して第4学年の学習も行う。
★２ 単独学級ではあるが令和9年度の学級編成を見越して第6学年の学習も行う。

★１令和7年度の3年生（現2年生）の国語を例に挙げると以下のように学習します。

令和7年度の第3学年の子ども達は、第3学年の教科書と第4学年の教科書を持

ちます。漢字ドリル等の補助教材も同様に2学年分持ちます。

教科書・資料等を基に3・4年生の学習内容を【A年度で学習する内容／B年度

で学習する内容】のように、ほぼ同量に分けた学習内容を計画します。

（※同じ教室で3年生と4年生の別々の学習内容を並行しながら行う方法もありますが、複

式学級としては人数が多いため、現状ではその方法は選択しません。）

令和7年度はB年度の内容を学習し、新3年生（現1年生）と一緒になる令和8年

度にはA年度の内容を学習するように2年間で2学年分の内容を学習します。

しかし、算数は前学年までの学習内容を理解していることを前提に学習内容が計画されるため

令和8年度に向けて、学年別々に学習できるように担任以外にもう1名の指導者を配置していただ

けるよう岡山県や美作市に対して要望していく必要があります。（※ 市内の複式学級でも同様の配置

がなされています。）

（※下図参照）


